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手続きは簡単です！ 
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取材を終えて 
　物を大切にすることで生活に良い影響を与え、
人間関係まで良くなるといったこともあるよ
うです。物を大切にする心を分かってほしい
と話すおもちゃ病院おおぐちの皆さんから何
気ない日常の中で幸せに生きるためのヒント
をいただいたような気が致しました。 

（江口昌史） 

お礼のお手紙はうれしいですね 

私たちと一緒に活動しませんか 

♪　設立のきっかけと会員数は？ 
　町社会福祉協議会ボランティア養成講座の、
おもちゃ病院ドクター募集をきっかけに平成
19年4月に発足し、同協議会の支援のもと、
今年で11年目となります。現在メンバーは地
元企業のOBを中心に40代から70代の男女11
人で構成されています。 
 

 

♪　どんな活動内容ですか？ 
　工作が趣味で修理に興味がある人たちが集
まってドクターとなり、持ち込まれたおもち
ゃの修理をほとんど無料で行っています。ゲ
ーム機やブリキのおもちゃなど扱えないもの
もありますが、これまで1000件を超える依
頼がありました。毎月第2土曜日、午前10時
から正午まで健康文化センター2階のまかせ
て広場で活動しています。 

 

♪　ドクター募集中！ 
　現在、ドクターを募集しています。おもち
ゃの修理に興味のある人なら、地域、年齢、
性別問わず歓迎します。わたしたちと一緒に
子どもたちに笑顔を届けませんか。詳しくは
伊藤代表（携帯）080-5100-1564まで。 

平成30年度決算 

　設備改修・インフラ整備に17億円 

一般質問 「正規保育士確保に向けた優遇策を」 

「西小学校の建て替えは」 

 「電動アシスト自転車購入補助を」ほか 

～
～

9月14日　町民会館駐車場にて 
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議会だより 議会だより 子どもたちに物を 
大切にする心を 

～おもちゃ病院おおぐちのみなさん～ 

表紙の写真 
 

中止になった昨年の
分も、元気いっぱい
に踊り切りました。 

（やろ舞い大祭） 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 

11月29日（金） 提案説明 
12月 2日（月） 一般質問 
12月 3日（火） 一般質問 
12月 5日（木） 質疑 
12月 6日（金） 質疑・委員会付託 
12月10日（火） 総務建設常任委員会 
12月12日（木） 文教福祉常任委員会 
12月19日（木） 討論・採決 
※開始時刻は、いずれも午前9時30分から。 
※日程は、変更になる場合があります。 
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会計区分 

歳入 

前年度比 

歳出 

前年度比 

一般会計 

90億 
2873万円 

10億 
3070万円 

87億 
7687万円 

11億 
5616万円 

国際交流 

特　別　会　計 

509万円 

26万円 

509万円 

26万円 

国民 
健康保険 

20億 
7219万円 

▲3億 
364万円 

20億 
3831万円 

▲2億 
8417万円 

後期高齢者 
医療 

2億 
7827万円 

▲336万円 

2億 
7812万円 

▲65万円 

介護保険 

11億 
1743万円 

2804万円 

10億 
9859万円 

3360万円 

公共下水道 
事業 

10億 
3047万円 

1億 
7767万円 

10億 
3047万円 

1億 
7767万円 

農業集落 
家庭排水 

2742万円 

176万円 

2742万円 

176万円 

土地取得 

1億 
334万円 

7668万円 

7448万円 

4781万円 

社本 
育英事業 

118万円 

▲608万円 

118万円 

▲608万円 

合計 

136億 
6412万円 

10億 
203万円 

133億 
3053万円 

11億 
2636万円 

■会計別決算の状況 

町税 
55億9535万円 

（62.0%） 

諸収入 
5億0173万円 

（5.6%） 

繰入金 
4億5434万円 

（5.0%） 

繰越金 
3億7732万円 

（4.2%） 

その他自主財源 
2億0110万円 

（2.2%） 

国・県支出金 
10億4951万円 

（11.6%） 

地方消費税交付金 
5億8756万円 

（6.5%） 

その他依存財源 
2億6182万円 

（2.9%） 

民生費 
26億3524万円 

（30.0%） 

総務費 
16億6026万円 

（18.9%） 
土木費 

15億7135万円 
（17.9%） 

教育費 
11億7997万円 

（13.4%） 

衛生費 
7億3085万円 

（8.3%） 

消防費 
4億344万円 
（4.6%） 

公債費 
1億9411万円 

（2.2%） 

その他 
4億165万円 
（4.6%） 

　
歳
入
決
算
額
は
対
前
年
比
、
約
10
億
3
千
万
円
（
12
・
9
%
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
主
な
要
因
は
、
好
調
な
企
業
業
績
に
よ
り
法
人
町
民
税
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

町
税
が
約
3
億
2
千
万
円
（
6
・
1
%
）
増
加
し
た
こ
と
や
、
設
備
改
修
の
為
な
ど
に
基
金

を
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
繰
入
金
が
約
4
億
1
千
万
円
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

　
歳
出
決
算
額
は
対
前
年
比
、
約
11
億
6
千
万
円
（
15
・
2
%
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
要
因
は
庁
舎
の
空
調
設
備
工
事
（
約
2
億
4
千
万
円
）、
道
路
改
良
工
事
（
約
1
億
9

千
万
円
）、
町
民
会
館
の
屋
根
等
改
修
工
事
（
約
2
億
9
千
万
円
）
な
ど
の
設
備
改
修
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
概
要
 

決算 設備改修・インフラ 整備に17億円 
平成30年度 

87億8687万円 
前年度比15.2%増 

一般会計歳出 

9月議会で決まった主な内容など 
9月定例会を9月2日から27日までの26日間の会期で開催しました。 

○町提出（28議案、1認定）　令和元年度一般会計補正予算（第5号）、教育長の任命など 

　採決の結果　【全会一致で可決】令和元年度一般会計補正予算（第5号）など26議案 

【賛成多数で可決】平成30年度大口町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定に 

ついてなど4議案 

　※賛否の分かれた議案については、6ぺージをご覧ください。 

○議員提出（3議案） 

　採決の結果　【全会一致で可決】　国の私学助成の拡充に関する意見書提出についてなど3議案 

○請願　審議の結果　【採択】1件 

○陳情　審議の結果　【採択】2件　【聞置く】3件 

一般質問は11人の議員が町政全般にわたり質問しました。 

87億 

7687万円 

支出（歳出） 

90億 

2873万円 

収入（歳入） 

87億 

7687万円 

支出（歳出） 

90億 

2873万円 

収入（歳入） 

87億 

7687万円 

支出（歳出） 

90億 

2873万円 

収入（歳入） 

高齢者・障がい者福祉や 
保育園、児童手当などに 
かかったお金 

小中学校や 
生涯学習施設の 
管理にかかったお金 

庁舎管理や 
コミュニティバスの運行に 
かかったお金 

道路や公園の 
整備・維持管理に 
かかったお金 

自主財源 
町で 

集めたお金 

依存財源 
国や県などに 
頼ったお金 

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。 
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問 □ 

答 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

新
旧
の 

う
じ  氏

が
認
め
ら
れ

る
の
で
、
印
鑑
も
新
旧
2
個

の
印
鑑
を
登
録
す
る
こ
と
は

可
能
か
。
 

印
鑑
登
録
は
一
人
に
つ

き
一
個
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

旧
氏
の
印
鑑
も
登
録
し
た
い

と
い
う
よ
う
な
申
し
出
が
あ

っ
て
も
、
ど
ち
ら
か
一
方
を

選
択
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
。
 

﹇
不
用
額
﹈ 

30
年
度
は
3
億
8
0
0
 

0
万
円
と
過
去
に
例
が
な
い

ぐ
ら
い
不
用
額
が
出
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
。
 

土
木
費
が
約
1
億
1
5
 

0
0
万
円
、
総
務
費
が
約

8
5
0
0
万
円
、
民
生
費
が

約
6
8
0
0
万
円
、
商
工
費

が
約
5
2
0
0
万
円
。
 

　
こ
の
う
ち
、
土
木
費
の
地

方
道
路
整
備
事
業
で
約
6
2
 

0
0
万
円
の
不
用
額
は
、
当

初
計
画
し
た
役
場
前
線
工
事

で
国
の
交
付
金
の
見
込
み
が

ゼ
ロ
に
な
っ
た
が
、
国
の
補

正
予
算
の
可
能
性
も
残
さ
れ

て
い
た
た
め
、
関
連
す
る
道

路
整
備
も
含
め
対
応
で
き
る

よ
う
に
予
算
を
残
し
た
。
結

果
と
し
て
、
多
額
の
不
用
額

が
発
生
し
た
。
 

　
ま
た
、
商
工
費
の
企
業
立

地
促
進
事
業
で
約
4
5
0
0

万
円
の
不
用
額
は
、
こ
の
事

業
が
企
業
の
計
画
段
階
で
申

請
を
認
定
す
る
た
め
、
企
業

側
は
見
込
み
で
申
請
す
る
。

事
業
費
の
確
定
は
翌
年
度
の

2
月
末
以
降
と
な
り
、
申
請

時
の
課
税
見
込
額
と
実
際
の

課
税
額
に
差
が
生
じ
る
。
特

に
30
年
度
は
工
場
の
課
税
見

込
額
に
お
い
て
、
実
際
の
評

価
額
と
の
差
が
大
き
か
っ
た

た
め
多
額
の
不
用
額
が
発
生

し
た
。
 

 
年
度
末
に
向
け
て
余
っ

た
予
算
を
精
査
し
て
不
用
額

を
計
上
し
な
い
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
と
思
う
が
、
30
年

度
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。
 

3
月
補
正
で
大
き
な
執

行
残
に
つ
い
て
は
減
額
補
正

を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
周

知
不
足
も
し
く
は
職
員
の
意

識
が
薄
か
っ
た
と
い
う
よ
う

な
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。
 

　
今
後
一
層
周
知
し
て
執
行

残
に
つ
い
て
は
極
力
減
額
す

る
よ
う
に
周
知
し
て
い
き
た

い
。
 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

﹇
道
路
維
持
管
理
事
業
﹈ 

交
差
点
付
近
で
は
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
通
学
路
で
は
カ

ラ
ー
舗
装
、
防
護
柵
等
の
要

望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
の
数
と
実
際

に
設
置
、
舗
装
等
で
き
た
数

は
ど
れ
く
ら
い
か
。
 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
35
件

の
要
望
に
対
し
、
17
か
所
、

カ
ラ
ー
舗
装
は
9
件
の
要
望

に
対
し
2
か
所
、
防
護
柵
は

9
件
の
要
望
に
対
し
3
か
所
、

そ
れ
ぞ
れ
施
工
。
 

 

﹇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹈ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
支
援
収
入
、
広
告
費
。
成

果
報
告
書
の
利
用
者
を
増
や

す
改
善
策
で
毎
年
、
運
行
支

援
企
業
の
拡
大
を
図
る
と
同

じ
よ
う
な
文
言
が
あ
る
が
、

運
行
支
援
収
入
・
広
告
料
収

入
は
毎
年
、
下
降
傾
向
に
あ

る
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
企
業
の
拡
大
を
図
っ
た
の

か
。
 

 支
援
企
業
の
拡
大
は
で

き
て
お
ら
ず
、
町
が
取
り
組

む
企
業
誘
致
を
進
め
る
中
で

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
企
業

を
探
し
な
が
ら
と
い
う
こ
と

も
考
え
て
い
る
が
、
そ
こ
ま

で
た
ど
り
着
い
て
い
な
い
。

広
告
料
収
入
に
つ
い
て
は
声

を
か
け
な
が
ら
1
社
で
も
増

や
す
よ
う
に
努
力
は
し
て
い

る
が
、
現
実
に
は
実
を
結
ん

で
い
な
い
。
 

 

﹇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
﹈ 

委
託
料
の
五
条
川
の
人

道
橋
架
橋
調
査
委
託
料
、
調

査
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
 

橋
を
木
造
で
作
る
知
識

が
な
い
の
で
、
民
間
の
方
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
加
わ
っ
て

も
ら
っ
た
。
委
託
と
い
う
か

た
ち
で
、
会
議
の
中
で
専
門

知
識
等
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

も
ら
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
あ
る

程
度
つ
か
め
た
。
 

 

﹇
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
﹈ 

町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
活

性
化
事
業
、
こ
こ
3
年
間
で

相
当
の
額
の
伸
び
が
あ
る
。

毎
年
新
し
い
事
業
を
お
こ
な

っ
て
い
る
の
か
。
 

事
業
費
の
伸
び
は
、
昨

年
か
ら
特
に
今
年
に
か
け
て
、

人
件
費
を
増
額
し
た
。
各
課

と
の
個
別
の
事
業
も
徐
々
に

増
え
て
き
て
お
り
、
特
に
大

き
く
増
え
た
事
業
と
い
う
も

の
は
な
い
が
、
セ
ン
タ
ー
の

役
割
り
が
増
え
て
き
て
い
る

の
で
そ
の
分
を
計
上
。
 

 

﹇
住
環
境
整
備
事
業
﹈ 

撤
去
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

11
件
は
、
本
町
が
危
険
と
判

定
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

う
ち
ど
の
く
ら
い
か
。
ま
た
、

撤
去
、
改
修
工
事
が
終
わ
っ

て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
所
有

者
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
か
。
 

町
全
体
の
危
険
な
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
総
数
は
把
握
し
て

い
な
い
。
 

　
30
年
度
中
に
無
料
診
断
し

た
1
7
9
件
す
べ
て
が
基
準

外
。
未
実
施
者
に
は
撤
去
補

助
金
の
案
内
を
送
付
し
た
。

何
件
か
は
今
年
度
に
撤
去
。

ま
ず
は
、
無
料
診
断
を
受
け

て
も
ら
い
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
の
場
所
を
把
握
し
た
う
え

で
、
撤
去
補
助
の
お
知
ら
せ

を
し
て
い
き
た
い
。
 

﹇
廃
棄
物
処
分
事
業
﹈ 

三
重
県
伊
賀
市
に
対
す

る
環
境
保
全
の
負
担
金
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。
 

伊
賀
市
に
あ
る
民
間
廃

棄
物
処
理
業
者
に
、
陶
磁
器
、

ガ
ラ
ス
、
在
宅
医
療
廃
棄
物

の
処
分
を
委
託
。
そ
の
量
に

応
じ
て
伊
賀
市
の
条
例
に
基

づ
き
環
境
保
全
の
負
担
金
を

支
払
っ
て
い
る
。
 

 

回収された埋立ごみ等の量に応じて伊賀市へ納める金額が決まります 

要望で施工された交差点のカラー舗装 

一
般
会
計 

【
用
語
解
説
】
 

不
用
額
と
は
 

歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額

の
う
ち
、
結
果
と
し
て
使

用
す
る
必
要
が
な
く
な
っ

た
額
で
、
予
算
額
か
ら
支

出
済
額
と
繰
越
額
を
除
い

た
残
額
。
 

バス停も広告を募集しています 
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印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
 

条
例
の
制
定
・
改
正
 

　
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、住
民
票
の

写
し
等
に
現
在
の
氏
と
旧
氏
の
併
記
が
可
能
と
な
る
こ
と
に

伴
い
、印
鑑
登
録
証
明
書
に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い
と

す
る
た
め
、こ
の
条
例
の
一
部
を
改
正
。 

平
成
3
0
年
度
大
口
町
一
般
会
計
及
び
 

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
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定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 

① 

② 

③ 

④ 

議　案　名 

【
請
　
　
　
　
　
　
　
願
】 

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

　
尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

　
　
執
行
委
員
長
 真

野
昌
樹
 

他
82
名
 

紹
介
議
員
 

岡
　
孝
夫
 

 

【
陳
　
　
　
　
　
　
　
情
】 

・
日
本
政
府
に
対
し
て
、
国

連
の
「
沖
縄
県
民
は
先
住

民
族
」
勧
告
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情
書
 （

聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 理

事
長
　
仲
村
　
覚
 

 ・
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺

野
古
移
設
を
促
進
す
る
意

見
書
に
関
す
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

　
宜
野
湾
市
民
の
 

　
　
安
全
な
生
活
を
守
る
会
 

会
長
　   

へ      

ん      

ざ    

た
だ    

お   

平
安
座
唯
雄
 

 ・
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担

を
軽
減
し
、
学
費
の
公
私

格
差
を
是
正
す
る
た
め
に

市
町
村
独
自
の
授
業
料
助

成
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情

書
 

（
聞
き
置
く
） 

・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書
 （

採
択
） 

 ・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

代
表
　
安
井
明
則
 

　
私
学
を
よ
く
す
る
 

　
　
　
愛
知
父
母
懇
談
会
 

会
長
　
折
出
健
二
 

　
愛
知
私
学
助
成
を
 

　
　
　
す
す
め
る
会
 

会
長
　
寺
田
京
子
 

 

【
意
　
　
　
見
　
　
　
書
】 

・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
及

び
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
 

・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に

関
す
る
意
見
書
 

・
愛
知
県
の
私
学
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
 

× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

× × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

吉

田

 

江

幡

 

佐

名

 

近

藤

 

江

口

 

船

戸

 

酒

井

 

岡
 

鈴

木

 

大

竹

 

伊

藤

 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊

木

 

倉

知

 

※議長は採決に加わらないため空欄 

○＝賛成　　×＝反対 

①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
制
定
 

④
平
成
30
年
度
大
口
町
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
 

    

吉
田
　
正
 

　
待
遇
面
の
改
善
は
良
い
こ

と
だ
が
、
こ
の
制
度
に
よ
り

正
規
職
員
の
増
員
を
阻
害
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

　
ど
こ
の
自
治
体
も
仕
事
量

が
増
え
、
慢
性
的
な
人
手
不

足
に
な
っ
て
い
る
。
会
計
年

度
職
員
の
増
加
で
対
応
と
な

れ
ば
、
正
規
職
員
の
仕
事
量

は
ま
す
ま
す
増
大
。
恒
常
的

に
残
業
が
続
く
職
員
も
い
る

の
で
、
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
を
。
 

大
竹
伸
一
 

　
会
計
年
度
職
員
の
導
入
は

増
加
し
て
い
る
臨
時
・
非
常

勤
職
員
が
地
方
行
政
の
重
要

な
担
い
手
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
適
正
な
任
用
、
勤

務
条
件
を
確
保
し
、
任
用
、

服
務
規
律
等
の
整
備
、
任
用

要
件
の
厳
格
化
、
期
末
手
当

の
支
給
を
可
能
と
す
る
た
め
、

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
い

た
っ
た
も
の
。
 

    

江
幡
満
世
志
 

　
本
町
に
は
対
象
と
な
る
事

業
者
が
存
在
し
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
本
年
10
月
か
ら
の

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

が
始
ま
れ
ば
、
保
育
の
必
要

性
を
求
め
る
家
庭
も
増
え
る

と
思
う
。
こ
れ
ら
の
施
設
が

開
設
さ
れ
る
可
能
性
は
十
分

あ
る
。
国
は
緩
和
措
置
を
設

け
要
件
緩
和
し
て
ご
ま
か
そ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
要
件
緩
和
さ
れ
た
施
設

で
保
育
の
質
が
保
た
れ
る
の

か
、
少
し
で
も
不
安
の
あ
る

こ
と
に
は
反
対
。
 江

口
昌
史
 

　
地
域
型
保
育
事
業
者
の
連

携
施
設
の
確
保
や
、
家
庭
的

保
育
事
業
者
の
自
園
調
理
が

困
難
な
状
況
か
ら
特
例
及
び

経
過
措
置
を
求
め
る
も
の
。
 

　
い
ず
れ
も
本
町
の
子
育
て

支
援
を
進
め
る
う
え
で
必
要
。
 

    

江
幡
満
世
志
 

　
食
材
料
費
取
扱
い
の
変
更

は
賛
成
。
要
件
緩
和
に
つ
い

て
は
、
②
で
反
対
し
た
と
お

り
。
国
の
基
準
緩
和
に
よ
り
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
質
は
ど

う
変
化
し
た
か
、
全
国
で
起

き
た
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

事
故
は
公
立
園
以
外
の
施
設

や
事
業
所
の
ほ
う
が
多
い
こ

と
は
デ
ー
タ
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
 江

口
昌
史
 

　
こ
の
改
正
は
、
②
の
「
地

域
型
保
育
事
業
」
の
改
正
が
、

本
議
案
の
「
特
定
教
育
・
保

育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
」
の
改
正
に
も
関
係

し
て
い
る
こ
と
や
、
食
材
費

の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

は
、
10
月
か
ら
の
無
償
化
ス

タ
ー
ト
に
関
係
す
る
も
の
で

あ
る
の
で
、
ど
れ
も
早
急
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

い
。
 

    

吉
田
　
正
 

　
計
数
よ
り
も
集
め
た
お
金

を
住
民
の
た
め
に
有
効
に
使

っ
た
か
が
決
算
の
主
題
。
 

　
財
政
調
整
基
金
の
積
立
額

が
29
億
円
も
あ
る
こ
と
が
適

正
か
疑
問
。
 

　
豊
か
な
財
政
力
を
活
用
す

れ
ば
、
福
祉
や
教
育
を
よ
り

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

福
祉
や
教
育
が
日
本
一
の
ま

ち
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
豊
か

な
財
政
力
を
発
揮
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
 

大
竹
伸
一
 

　
単
年
度
の
財
政
力
指
数
は
、

前
年
度
よ
り
低
下
し
た
が
、

普
通
交
付
税
不
交
付
団
体
の

ま
ま
。
経
常
収
支
比
率
は
1
・

4
ポ
イ
ン
ト
減
の
77
・
6
と

な
り
、
数
値
に
甘
え
る
こ
と

な
く
財
政
運
営
が
硬
直
化
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
い
く

姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。
公
債

費
比
率
に
つ
い
て
も
問
題
な

い
数
値
で
推
移
し
、
健
全
な

財
政
が
堅
持
さ
れ
て
い
る
。
 

反
対
討
論
 

②
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
 

③
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
利
用
者
負
担
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
成
討
論
 

反
対
討
論
 

反
対
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
4
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の制定 

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準
に関する条例の一部改正 

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担
等に関する条例の一部改正 

平成30年度大口町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認
定について 

過去の請願・陳情の審査結果等はこちらをご覧ください。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

大口町ホームページ　⇒　町議会　⇒　請願、陳情一覧 

〇〇〇〇を求める請願書 
大口町議会議長　殿 

請願者　住所　　　　　　 
　　　　氏名　　　　　印 

 
紹介議員〇〇〇〇 
請願趣旨 
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
請願事項 
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

請願・陳情の提出方法 

～書式例（請願）～ 

　町政に対する意見や要望を、請願・陳情の方

法で町議会へ提出できます。 

　請願は、議員1人以上の紹介が必要ですが、陳

情は必要ありません。 

9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
1
件
の
請
願
と
5
件
の
陳

情
は
、
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

採
択
し
た
請
願
・
陳
情
に

基
づ
き
、
次
の
3
件
の
意

見
書
を
国
や
県
へ
提
出
す

る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し

た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
 

おおぐち議会だより　No.222
令和元年10月25日発行 
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尾
張
北
部
環
境
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

と
、
新
ご
み
処
理
施
設
は
今

年
度
に
環
境
影
響
評
価
、
都

市
計
画
決
定
の
手
続
き
、
用

地
取
得
、
施
設
の
基
本
設
計

が
行
わ
れ
る
と
あ
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う

か
。
 

環
境
影
響
評

価
は
本
格
的

な
調
査
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

用
地
取
得
は
組
合
議
会
の
議

決
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
 

　
基
本
設
計
は
公
募
型
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
業
者
を
選
定
し

た
と
こ
ろ
。
都
市
計
画
決
定

の
手
続
き
は
、
江
南
市
に
お

い
て
計
画
案
の
作
成
が
順
調

に
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
 

 

新
ご
み
処
理
施
設
の
運

用
開
始
予
定
が
令
和
7

年
度
と
な
っ
て
い
る
。
本
町

に
あ
る
現
在
の
施
設
は
、
新

ご
み
処
理
施
設
の
運
用
が
始

ま
っ
た
後
は
ど
う
な
る
の
か
。
 

今
の
と
こ
ろ

他
の
活
用
方

法
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

施
設
自
体
は
解
体
し
て
い
く

の
が
妥
当
と
考
え
て
い
る
。
 

　
本
町
の
意
思
の
み
で
決
定

で
き
な
い
の
で
、
組
合
構
成

市
町
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
 

正
規
保
育
士
を
確
保
す

る
た
め
に
、
保
育
士
養

成
学
校
に
か
か
っ
た
費
用
の

助
成
や
町
外
か
ら
就
職
す
る

保
育
士
に
家
賃
助
成
が
で
き

な
い
か
。
 

保
育
業
務
の

大
変
さ
を
認

識
し
て
お
り
、
本
町
で
は
国

の
制
度
に
は
な
い
特
殊
勤
務

手
当
を
支
給
し
て
い
る
。
議

員
の
提
案
は
保
育
士
確
保
の

有
効
な
方
法
の
一
つ
と
受
け

止
め
て
お
り
、
今
後
検
討
し

て
い
く
べ
き
内
容
と
捉
え
て

い
る
。
 

 

共
働
き
家
庭
を
応
援
す

る
た
め
に
、
保
育
士
を

十
分
に
確
保
し
、
公
立
3
園

の
延
長
保
育
を
30
分
延
長
し

て
午
後
7
時
ま
で
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 

保
育
士
の
確

保
が
非
常
に

困
難
で
、
通
常
の
保
育
時
間

内
で
さ
え
人
員
配
置
に
苦
慮

し
て
い
る
状
況
で
更
な
る
延

長
は
、
正
規
保
育
士
に
時
間

外
労
働
を
強
い
る
ほ
か
な
い
。
 

　
保
育
園
の
利
用
時
間
帯
の

意
向
調
査
で
18
時
台
後
半
と

回
答
さ
れ
た
の
は
全
体
の

2
%
程
度
で
あ
る
が
、
今
後

の
動
向
次
第
で
見
直
し
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
 

 

第
2
子
、
第
3
子
の
出

産
・
育
児
に
専
念
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
「
育
休

退
園
」
の
運
用
を
見
直
す
べ

き
と
考
え
る
が
。
 

保
育
園
を
利

用
す
る
に
は
、

「
保
育
の
利
用
が
必
要
な
理

由
」
に
該
当
す
る
必
要
が
あ

る
。
育
児
休
業
の
場
合
は
、

母
親
の
育
児
不
安
な
ど
で
家

庭
保
育
が
困
難
な
場
合
に
利

用
が
認
め
ら
れ
る
。
 

　
退
園
後
に
再
入
園
で
き
る

保
証
は
な
い
が
、
優
先
的
に

入
園
で
き
る
配
慮
は
し
て
い

る
。
 

問 

問 

問 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

現在のごみ処理施設 

正
規
保
育
士
確
保
に
向
け
た
優
遇
策
を
 

健
康
福
祉
部
長 

有
効
な
方
法
の
一つ
と
し
て
今
後
検
討 

待
機
児
童
解
消 

新ごみ処理施設完成後の環境美化センターの活用は 
産業建設部長 今後、構成市町で検討していく 

令和元年9月定例会 
一般質問（江口議員） 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったのかを調査しています。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

江口昌史 

船戸光夫 

伊藤　浩 

大竹伸一 

近藤時男 

丹羽　孝 

佐名かよ子 

江幡満世志 

吉田　正 

丹羽　勉 

岡　孝夫 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

正規保育士確保に向けた優遇策を 
新ごみ処理施設完成後の環境美化センターの活用は 

交通安全対策　横断歩道に夜間照明の設置を 
防犯対策　子どもを犯罪から守るため保護者への周知は 

高齢運転者の安全対策　何に力をいれるのか 
西小学校の建て替えは 

学習等共同利用施設　高齢者にやさしい設備の改造は 
農業の観光産業としての開拓は 

多世代が集う憩い広場　架橋等で小口城址公園との一体化を 

子どもに身近な遊び場の設置を 
電動アシスト自転車購入補助を 

防災意識向上と啓発手段は 
ライフラインの支援協定は 

信号機と横断歩道の設置を 
児童相談窓口を身近なものに 

福祉バス制度の創設を 
誰もが外出できる大口町に 

将来に備え農地の確保を 
行政区への委託業務見直しを 

住宅対象の侵入盗犯罪率　昨年はワースト17だが 
町道豊三線（国道155号交差点以南）　高規格化または全面補修を 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18 

P19

ランドセル等の荷物が重たいこ
とが健康上の問題にもなっている。
児童生徒の重たい荷物の軽減を。 
 
荷物の現状を把握し、今後の対
策を検討する。 

柘
植
　
満
 

平
成
３０
年
9
月
議
会
 

児童生徒の重たい荷物の 
軽減を 

問 

答 

学力向上のためにどのような対
策を講じる予定か。 
 
学びスタイル、家庭学習スタン
ダードや授業研究に力を入れ
たい。 

伊
藤
　
浩
 

大口中学校学力向上対策 

問 

答 

調査結果より荷物の軽減が必要と判断し、学校に呼び
掛けて軽減対策に取り組んでいただいている。例えば、
ある学校では、あまり使わない教科書や道具類は教
室等で保管できるようにするなど、各学校、学年単位
でできる範囲で軽減に取り組んでいただいている。 

質問者の満足度 健康被害防止のため
に取り組んでいただ
き良かったです。 

学びスタイルを踏まえた指導が定着してきている。家庭
学習スタンダードは、家庭での子育て10か条とともに
家庭に配布し、協力を呼びかけ続けた結果、学習状況の
調査で望ましい生活習慣が身についている実態や、望ま
しい学習時間が確保されている実態を伺うことができた。 

質問者の満足度 学びスタイルや家庭
学習スタンダードの
更なる徹底を図って
いただきたい。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

11議員が質問 

YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 

一
　
般 

質
　
問 

まあまあ 

まあまあ 
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一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守

る
合
言
葉
の
「
つ
み
き

お
に
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
交
え

た
グ
ッ
ズ
が
保
護
者
に
配
布

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
意

見
や
問
い
合
わ
せ
等
は
あ
る

か
。
ま
た
、
保
護
者
が
集
ま

る
機
会
等
で
防
犯
講
習
会
、

情
報
交
換
会
、
連
絡
会
議
等

は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

各
学
校
で
リ

ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
後
に
、
保
護
者
か
ら

意
見
は
特
に
な
い
。
ま
た
、

P
T
A
・
保
護
者
会
で
防
犯

に
特
化
し
た
情
報
交
換
会
、

連
絡
会
議
は
特
に
行
っ
て
い

な
い
が
、
町
主
催
の
「
大
口

町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協

議
会
代
表
者
会
」
に
小
中
学

校
長
や
P
T
A
が
出
席
し
、

情
報
共
有
や
意
見
交
換
会
を

行
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
情
報
共
有
手
段

に
つ
い
て
は
、
「
大
口
町
教

育
委
員
会
不
審
者
情
報
・
緊

急
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を

活
用
し
、
教
育
委
員
会
に
入

っ
た
近
隣
の
防
犯
情
報
を
保

護
者
へ
メ
ー
ル
に
て
提
供
し

て
い
る
。

夜
間
の
横
断
歩
道
の
照

明
が
必
要
と
考
え
る
が
。
 

現
在
の
と
こ

ろ
要
望
は
な

い
が
、
今
後
、
地
区
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
現
場
の
様

子
を
確
認
し
、
ど
の
よ
う
な

対
応
が
可
能
か
検
討
し
た
う

え
で
対
応
す
る
。

生
活
道
路
に
お
い
て
速

度
規
制
の
た
め
横
断
歩

道
・
一
時
停
止
の
手
前
に
ハ

ン
プ
や
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
に
よ

る 

き
ょ
う  

さ
く 

狭
窄
で
幅
員
を
狭
め
る
方

法
も
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

道
路
の
路
面

上
に
凸
部
を

設
け
る
ハ
ン
プ
は
、
特
に
荷

物
を
積
ん
で
い
な
い
ト
ラ
ッ

ク
が
通
過
す
る
際
に
騒
音
振

動
の
原
因
と
な
り
、
道
路
沿

い
に
お
住
い
の
方
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

　
道
路
脇
に
一
定
間
隔
で
立

て
る
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
は
、
運

転
手
に
対
す
る
圧
迫
感
や
速

度
の
抑
止
力
が
高
ま
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
が
、
車
両
の

通
行
そ
の
も
の
に
支
障
を
き

た
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
十
分

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

問問

問

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

子どもを犯罪から守るため保護者への周知は 
生涯教育部長 メールにて防犯情報を提供 

防犯対策 

出典：愛知県警察本部 
ホームページより

生活道路の横断歩道手前に速度抑制対策を 

横
断
歩
道
に
夜
間
照
明
の
設
置
を

地
域
協
働
部
長 
地
区
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
の
う
え
対
応

交
通
安
全
対
策 

令和元年9月定例会 
一般質問（船戸議員） 

運
動
会
前
日
が
雨
天
だ

と
運
動
場
の
水
は
け
が

悪
く
、
準
備
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
大
変
苦
労
し
て
み

え
る
。
排
水
の
改
修
工
事
を

す
る
の
か
。

早
急
に
手
を

入
れ
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。
校
舎
や

体
育
館
の
長
寿
命
化
計
画
と

並
行
し
て
運
動
場
に
つ
い
て

も
改
修
工
法
の
検
討
、
概
算

工
事
費
の
算
出
を
急
い
で
お

り
、
校
舎
と
体
育
館
の
対
応

後
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

長
寿
命
化
を
図
る
た
め

に
改
修
工
事
に
向
け
た

基
本
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と

予
算
の
概
要
に
記
述
。
西
小

を
建
て
替
え
る
気
は
な
い
の

か
。

耐
震
補
強
工

事
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
い
ま
あ
る
資
産

を
最
大
限
活
用
し
、
長
寿
命

化
改
修
を
行
う
こ
と
で
、
明

る
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学

校
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
建

て
替
え
に
つ
い
て
は
、
出
生

率
や
人
口
流
入
の
推
移
な
ど

も
見
守
り
な
が
ら
、
適
切
な

時
期
を
図
っ
て
検
討
し
た
い
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返

納
す
る
と
、
運
転
経
歴

証
明
書
の
交
付
申
請
が
で
き

る
が
、
申
請
場
所
と
費
用
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
返
納

者
へ
の
特
典
は
あ
る
の
か
。

愛
知
県
内
の

最
寄
り
の
警

察
署
で
返
納
と
運
転
経
歴
証

明
書
の
交
付
申
請
が
で
き
る
。

交
付
手
数
料
は
1
1
0
0
円
。

町
独
自
の
特
典
は
設
け
て
い

な
い
が
、
県
警
が
実
施
し
て

い
る
特
典
付
与
制
度
に
よ
り
、

加
盟
店
舗
で
割
引
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

安
全
運
転
を
す
る
の
に

心
が
け
る
と
良
い
こ
と

は
何
か
。

確
実
な
一
時

停
止
、
交
差

点
な
ど
の
出
会
い
頭
に
注
意
、

右
折
は
急
が
ず
慎
重
に
と
い

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
高
齢
者
に
限
っ
た
こ
と
で

は
な
い
が
、
「
自
分
は
大
丈

夫
」
と
過
信
せ
ず
、
自
身
の

健
康
と
能
力
を
確
認
し
な
が

ら
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。

高
齢
運
転
者
が
加
害
者

に
な
ら
な
い
よ
う
、
何

に
力
を
入
れ
る
の
か
。

高
齢
運
転
者

で
あ
る
と
い

う
認
識
、
自
覚
を
持
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
交
通
安

全
に
し
っ
か
り
留
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
講
習
会

等
を
通
じ
て
啓
発
し
て
い
き

た
い
。

 問

問

問

問

問

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

伊

藤

浩

前日の雨により足場の悪い中で行われた運動会 
（昨年度） 

出典：警察庁ウェブサイト 
運転経歴証明書について 

何
に
力
を
い
れ
る
の
か

地
域
協
働
部
長 

講
習
会
等
を
通
じ
て
啓
発
し
て
い
き
た
い 

高
齢
運
転
者
の
安
全
対
策 

西小学校の建て替えは 
生涯教育部長 適切な時期に検討 

令和元年9月定例会 
一般質問（伊藤議員） 
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小
口
城
址
公
園
で
は
、

秋
に
伝
統
芸
能
発
表
会

が
開
催
さ
れ
る
。
春
の
桜
の

季
節
だ
け
で
な
く
、
秋
の
紅

葉
に
も
人
が
集
ま
る
よ
う
、

多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場
に

モ
ミ
ジ
類
を
植
え
て
は
ど
う

か
。
 

多
世
代
が
集

う
憩
い
広
場

に
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ソ
ヨ

ゴ
、
ヤ
マ
モ
モ
、
エ
ン
ジ
ュ
、

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
等
様
々
樹
種
を
点
在
さ
せ

て
植
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

が
成
長
し
た
時
を
想
定
し
て

一
定
の
間
隔
で
植
え
て
お
り
、

今
後
、「
お
お
ぐ
ち
観
鋭
桜
」

も
数
本
植
え
る
予
定
で
あ
る

た
め
、
植
栽
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
に
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
モ
ミ
ジ
を
植
え
る
こ

と
は
難
し
い
。
 

 

小
口
城
址
公
園
と
多
世

代
が
集
う
憩
い
広
場
は
、

町
道
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
。

二
つ
の
公
園
を
ま
た
ぐ
橋
を

架
け
る
な
ど
し
て
一
体
化
し
、

互
い
の
公
園
利
用
の
相
乗
効

果
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
 

歩
道
橋
は
構

造
上
、
階
段

等
に
よ
る
段
差
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
観
点
か
ら
、
好
ま
し

く
な
い
。
代
わ
り
に
町
道
を

歩
行
者
専
用
道
路
に
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

本
来
道
路
は
過
去
の
経
過
の

中
で
必
要
性
が
あ
り
存
在
す

る
も
の
。
地
域
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
同
意
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
慎
重
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。
 

 

あ
ず
ま
や
は
あ
る
が
、

公
園
の
利
用
者
数
を
考

慮
す
る
と
日
陰
が
少
な
い
と

感
じ
る
。
屋
根
の
あ
る
施
設

を
増
や
せ
な
い
か
。
 

芝
生
部
分
に

樹
木
を
植
え

た
が
、
ま
だ
小
さ
い
た
め
木

陰
で
休
憩
で
き
る
よ
う
に
な

る
ま
で
は
年
数
が
か
か
る
。

現
状
、
公
園
敷
地
に
対
し
て

日
陰
と
な
る
よ
う
な
屋
根
の

あ
る
施
設
が
少
な
い
の
は
指

摘
の
と
お
り
。
 

　
屋
根
の
あ
る
休
憩
施
設
は
、

遊
具
の
周
辺
で
子
ど
も
を
見

守
れ
る
よ
う
な
位
置
に
設
置

す
る
こ
と
を
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。
 

問 

問 

問 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

近

藤

時

男

 

現在は日陰で休める場所が少ない状況です 

小口城址公園と多世代が集う憩い広場を隔てる町道 

架
橋
等
で
小
口
城
址
公
園
と
の
一
体
化
を
 

産
業
建
設
部
長 

地
域
の
理
解
と
同
意
が
必
要 

多
世
代
が
集
う
憩
い
広
場 

令和元年9月定例会 
一般質問（近藤議員） 

一
　
般 

質
　
問 

大

竹

伸

一

 

農
業
者
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
に
よ
り
休
耕

地
は
増
加
の
一
途
で
あ
る
が
、

耕
作
地
と
休
耕
地
の
面
積
数

と
割
合
は
ど
れ
ほ
ど
か
。
 

30
年
度
末
現

在
の
農
地
面

積
は
約
4
8
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

う
ち
、
休
耕
地
（
遊
休
農
地
）

は
約
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
1
・

0
4
%
）。
 

 

休
耕
地
等
を
活
用
し
た

水
耕
栽
培
、
菜
園
な
ど

の
観
光
農
園
に
取
組
む
こ
と

で
、
ま
ち
の
活
性
化
や
雇
用

拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
 

休
耕
地
を
観

光
農
園
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
は
、
農
業

者
所
得
向
上
の
た
め
の
6
次

産
業
化
の
取
り
組
み
と
し
て

興
味
深
い
が
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
つ
事
業
実
施
者
の
発
見
が

課
題
と
な
る
。
ま
ず
は
、

J
A
な
ど
の
協
力
を
得
な
が

ら
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
し

た
い
。
 

学
習
等
共
同
利
用
施
設

は
、
町
民
、
地
域
の
憩

い
の
場
、
学
習
、
集
会
の
場

と
し
て
利
用
頻
度
が
多
い
が

築
40
年
近
く
な
る
。
安
心
し

て
利
用
す
る
た
め
に
保
守
点

検
が
必
要
で
あ
る
が
、
点
検

の
進
捗
状
況
は
。
 

計
画
的
な
修

繕
を
行
い
、

施
設
の
長
寿
命
化
、
改
修
費

用
の
縮
減
等
を
図
る
た
め
の

計
画
を
平
成
28
年
に
策
定
。

ま
た
、
昨
年
度
、
屋
上
防
水

の
点
検
を
実
施
し
、
改
め
て

施
設
の
現
状
を
確
認
。
 

 

各
地
域
で
も
利
用
者
の

高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な

い
現
実
の
中
、
今
後
さ
ら
に

利
用
者
の
増
加
を
図
る
助
言

は
。
 

町
で
は
地
域

の
拠
点
施
設

と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

高
齢
化
が
進
む
中
、
町
は
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
お
り
、
仲
間
づ

く
り
、
地
域
づ
く
り
を
す
る

サ
ロ
ン
活
動
の
場
と
し
て
も

有
用
と
考
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
有
用
性
等
を
唱
え
る
こ

と
で
利
用
者
の
増
加
を
働
き

か
け
た
い
。
 

 

今
後
高
齢
者
が
増
え
続

く
中
、
現
存
施
設
を
改

造
と
か
、
追
加
設
備
、
変
更

な
ど
高
齢
者
に
や
さ
し
い
設

備
改
造
は
。
 

今
年
度
、
階

段
の
自
動
昇

降
機
を
余
野
学
習
等
共
同
利

用
施
設
に
先
行
し
て
設
置
す

る
の
で
、
こ
こ
で
の
様
子
を

見
な
が
ら
、
他
地
域
へ
の
展

開
を
検
討
す
る
。
 

問 

問 
問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

階段自動昇降機を設置予定の
余野学共 

高
齢
者
に
や
さ
し
い
設
備
の
改
造
は
 

地
域
協
働
部
長 
先
行
設
置
施
設
の
様
子
を
見
て
検
討 

学
習
等
共
同
利
用
施
設 

令和元年9月定例会 
一般質問（大竹議員） 

農業の観光産業としての開拓は 
産業建設部長 まずは可能性を調査したい 

他県の観光農園内にある水耕栽培施設 
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ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
支
援

協
定
の
現
状
は
。
 

協
定
は
ガ
ス

関
係
が
3
つ
、

水
道
関
係
が
1
つ
締
結
さ
れ

て
い
る
。
電
気
に
つ
い
て
は
、

「
申
合
せ
書
」
と
い
う
も
の

を
締
結
し
て
い
る
。
 

 

被
災
し
た
場
合
、
飲
料

は
必
要
不
可
欠
。
地
域

貢
献
型
自
動
販
売
機
の
増
設

を
。
 

事
業
者
側
が

採
算
性
と
地

域
貢
献
の
度
合
い
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
設
置
さ
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
、
町
の
要
望

だ
け
で
は
設
置
で
き
な
い
と

思
わ
れ
る
。
 

　
こ
の
質
問
を
き
っ
か
け
に
、

真
に
必
要
と
思
わ
れ
る
場
所

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
協

議
し
た
い
。
 

 

今
後
、
町
内
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
、
コ
ン
ビ

ニ
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
と

支
援
協
定
を
締
結
で
き
な
い

か
。
 

支
援
協
定
は

事
業
所
等
の

意
向
が
大
前
提
。
例
え
ば
、

本
社
、
関
連
会
社
が
町
内
に

あ
っ
た
り
、
地
域
貢
献
に
力

を
入
れ
て
い
る
な
ど
、
様
々

な
動
機
付
け
の
も
と
マ
ッ
チ

ン
グ
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
 

　
ご
提
案
の
事
業
所
に
つ
い

て
は
、
近
隣
の
状
況
を
調
査

し
つ
つ
意
向
を
伺
え
れ
ば
と

考
え
る
。
 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

「
あ
ん
し
ん
・
安
全
ね

っ
と
」
の
登
録
、
防
災

行
政
無
線
（
戸
別
受
信
機
）

設
置
の
現
状
は
。
 

31
年
3
月
時

点
で
「
あ
ん

し
ん
・
安
全
ね
っ
と
」
の
登

録
は
2
3
7
3
件
、
対
前
年

1
5
5
件
増
加
。
防
災
行
政

無
線
（
戸
別
受
信
機
）
の
設

置
は
4
1
8
1
件
、
対
前
年

26
件
の
増
加
。
 

 

防
災
意
識
の
向
上
と
今

後
の
普
及
・
啓
発
の
手

段
と
利
活
用
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。
 

防
災
マ
ッ
プ

に
は
非
常
時

の
持
ち
出
し
品
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
、
ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

に
は
い
ざ
と
い
う
時
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
を
掲
載
。
新
た

に
作
る
の
で
は
な
く
、
既
存

の
も
の
を
よ
り
有
効
活
用
し

て
い
き
た
い
。
 

 

家
庭
の
防
災
力
を
高
め

て
い
く
た
め
の
高
齢
者

世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
へ
の

対
策
は
。
 

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

や
民
生
・
児
童
委
員
の
方
の

見
守
り
訪
問
時
に
合
わ
せ
、

防
災
に
関
す
る
チ
ラ
シ
の
配

布
等
を
お
願
い
し
、
意
識
の

啓
発
を
強
化
で
き
る
よ
う
に

関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
施
し
た
い
。
 

問 

問 

問 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

佐

名

か

よ

子

 

役場に設置されている 
地域貢献型自販機 

いざという時に備えて設置を 

ライフラインの支援協定は 
地域協働部長 ガス・水道のほか、電気は申合せ書を締結 

昨
年
、
町
民
一
万
人
当

た
り
の
自
転
車
事
故
が

再
び
増
加
し
て
い
る
。
内
容

と
町
の
対
策
は
。 事

故
死
傷
者

数
は
41
人
。

ま
た
、
町
民
が
当
事
者
の
事

故
は
11
件
で
、
子
ど
も
が
6

件
、
高
齢
者
が
4
件
。
削
減

対
策
は
安
全
運
転
啓
発
活
動

や
参
加
型
の
自
転
車
教
室
等

を
行
っ
て
い
く
。
 

 

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

は
足
腰
の
弱
っ
た
高
齢

者
の
漕
ぎ
出
す
力
を
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
。
余
裕
を
持
っ
た

自
転
車
運
転
が
可
能
と
な
り
、

事
故
削
減
に
有
効
と
考
え
る
。

ま
た
、
自
動
車
運
転
免
許
自

主
返
納
促
進
策
と
し
て
松
江

市
も
補
助
を
実
施
さ
れ
効
果

を
上
げ
ら
れ
た
。
購
入
額
の

一
部
補
助
は
で
き
な
い
か
。
 

高
齢
者
の
事

故
削
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
警
察
が
実
施

す
る
「
交
通
安
全
教
室
」
等

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
。
 

　
自
動
車
運
転
免
許
証
の
自

主
返
納
促
進
策
と
し
て
補
助

制
度
を
設
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。
 

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
公
園
整
備
の
今

後
の
方
針
は
。
 人

口
1
人
あ

た
り
10
㎡
の

公
園
整
備
を
目
標
に
、
町
民

が
利
用
し
や
す
い
街
区
公
園

の
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。
 

 

町
民
か
ら
公
園
が
少
な

い
と
の
声
が
あ
る
が
。
 

子
ど
も
が
増

加
し
て
い
る

上
小
口
地
区
に
は
都
市
公
園

が
な
く
、
2
つ
の
児
童
遊
園

で
は
面
積
的
に
も
小
さ
い
と

認
識
し
て
い
る
。
 

 

5
年
前
と
比
較
し
上
小

口
の
人
口
は
35
・
9
%

増
、
子
ど
も
の
数
は
2
0
7

人
か
ら
4
3
6
人
と
倍
増
し

て
い
る
。
子
ど
も
を
安
心
安

全
に
育
て
る
環
境
整
備
は
大

丈
夫
か
。 

小
学
校
、
放

課
後
児
童
ク

ラ
ブ
と
も
受
け
入
れ
に
支
障

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

上
小
口
地
区
に
、
子
ど

も
に
身
近
で
、
安
全
に

遊
べ
る
場
の
設
置
を
。
 

子
ど
も
の
増

加
が
一
段
落

し
た
後
も
、
日
常
的
に
利
用

さ
れ
、
防
災
拠
点
に
も
な
る

よ
う
な
公
園
を
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。
 

問 

問 

問 

問 

問 

問 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

電動アシスト自転車購入補助を 
地域協働部長 補助制度は考えていない 

子
ど
も
に
身
近
な
遊
び
場
の
設
置
を
 

産
業
建
設
部
長 
防
災
拠
点
を
兼
ね
た
公
園
を
検
討 

令和元年9月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和元年9月定例会 
一般質問（丹羽孝議員） 

愛知県警資料より 

防
災
意
識
向
上
と
啓
発
手
段
は
 

地
域
協
働
部
長 

防
災
マ
ッ
プ
や
ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用 
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1位 
2位 
愛知県平均 

中区 
大口町 

19.92人 
17.08人 

9.15人 

乗車中の交通事故死傷者数 
1位 
4位 
愛知県平均 

岩倉市 
大口町 

5.01件 
4.58件 
1.83件 

利用者が第一原因の事故発生件数 

自転車交通事故（平成30年：人口1万人当たり） 

5年間の人口増減（各年3月31日現在） 

～14歳 
全体 

～14歳 
全体 

3,541 
22,485 

207 
1,606

100.0 
100.0 

5.8 
7.1

3,745 
24,149 

436 
2,183

204 
1664 

229 
577

5.8 
7.4 

110.6 
35.9

100.0 
100.0 

11.6 
9.0

大口町 

上小口 

人数 構成比 人数 増減数 増減率 構成比 
平成26年 平成31年 

15 14



巡
回
バ
ス
に
小
牧
市
の

よ
う
に
介
助
す
る
人
を

乗
車
さ
せ
、
外
出
困
難
者
が

外
出
し
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。
 

車
い
す
利
用

者
に
限
定
し

た
話
だ
が
、
ハ
イ
エ
ー
ス
以

外
の
3
車
両
に
つ
い
て
は
車

い
す
で
の
乗
降
も
可
能
。
そ

の
際
は
、
運
転
士
が
介
助
し

て
い
る
。
 

運
転
士
が
お
手
伝
い
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
可
能
な
範

囲
で
対
応
し
た
い
。
 

 

タ
ク
シ
ー
助
成
に
つ
い

て
は
、
天
候
に
よ
り
外

出
で
き
な
い
人
も
い
る
。
障

が
い
の
等
級
だ
け
で
適
用
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人

の
実
態
に
応
じ
て
支
給
を
。
 

制
度
と
し
て

利
用
し
て
も

ら
う
に
は
、
一
定
の
基
準
の

も
と
に
制
度
化
す
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
基
準
と
し
て
障

が
い
の
等
級
を
利
用
し
て
い

る
。
 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
対
象
者
の
要
望
を
個

別
に
伺
い
、
そ
の
方
の
障
が

い
に
あ
っ
た
外
出
支
援
の
サ

ー
ビ
ス
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。
 

 

車
い
す
や
杖
を
使
う
な

ど
、
自
分
で
動
く
こ
と

に
で
き
る
機
能
を
最
大
限
発

揮
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な

環
境
の
整
備
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
町
長
の
見
解
は
。
 

本
町
も
決
し
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
施
設
が

整
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
 

　
こ
こ
何
十
年
の
間
に
解
決

で
き
る
問
題
で
は
な
い
こ
と

は
重
々
分
か
っ
て
い
る
。
 

　
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

で
き
る
だ
け
改
善
し
て
い
く

の
が
我
々
の
使
命
だ
と
感
じ

て
お
り
、
ま
た
、
町
民
が
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
し
て
い

け
る
地
域
を
作
っ
て
い
う
の

も
我
々
の
仕
事
と
感
じ
て
い

る
。
 

　
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
努
力
を
惜

し
む
こ
と
な
く
続
け
て
い
き

た
い
。
 

一
　
般 

質
　
問 

江

幡

満

世

志

 

一
宮
市
や
犬
山
市
な
ど

で
福
祉
バ
ス
の
制
度
が

あ
る
。
福
祉
バ
ス
は
、
子
ど

も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

団
体
が
利
用
で
き
、
研
修
会
、

社
会
見
学
な
ど
住
民
相
互
の

交
流
を
深
め
、
福
祉
の
目
的

を
増
進
し
て
い
る
。
 

　
本
町
の
行
政
バ
ス
は
、
福

祉
バ
ス
の
性
格
で
は
な
く
、

町
の
代
表
で
出
席
す
る
よ
う

な
場
合
に
利
用
で
き
る
。
地

域
の
団
体
も
利
用
で
き
る
福

祉
バ
ス
を
作
っ
て
。
 

本
町
は
バ
ス
を

所
有
し
て
い
た

時
か
ら
、
法
令
等
に
違
反
し

な
い
範
囲
で
幅
広
い
住
民
団

体
等
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
き
た
。
そ
の
方
針
は
、

町
バ
ス
廃
止
に
伴
う
運
用
見

直
し
で
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
。
 

　
制
度
の
名
称
は
違
う
も
の

の
、
他
自
治
体
よ
り
は
対
象

と
す
る
団
体
や
事
業
も
幅
広

く
、
委
託
方
式
と
し
た
こ
と

で
車
両
の
大
き
さ
や
台
数
な

ど
、
利
便
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。
 

問 

問 

問 

問 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

町
長 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

長年使用した町所有バス。 
故障を機に手放しました 

誰もが外出できる大口町に 
町長 できる限り改善していきたい 

福
祉
バ
ス
制
度
の
創
設
を
 

総
務
部
長 

本
町
の
制
度
は
幅
広
い
住
民
団
体
が
利
用
可
能 

近
年
、
社
会
や
家
庭
・

学
校
と
環
境
も
問
題
も

多
様
化
し
て
お
り
、
子
ど
も

へ
の
対
応
も
難
し
く
、
月
に

一
度
だ
け
の
家
庭
育
児
相
談

で
は
十
分
と
い
え
な
い
。
町

の
総
合
計
画
で
も
「
『
次
代

を
担
う
人
づ
く
り
』
を
推
進

し
ま
す
。
」
と
な
っ
て
い
る
。

相
談
窓
口
を
も
っ
と
身
近
に

す
る
た
め
、
毎
週
で
き
な
い

か
。
 

北
児
童
セ
ン

タ
ー
に
て
県

の
家
庭
児
童
相
談
員
に
よ
る

相
談
事
業
を
月
1
回
実
施
。

相
談
内
容
の
多
く
は
療
育
に

関
す
る
も
の
で
、
相
談
機
会

は
充
足
し
て
い
る
と
考
え
る
。
 

　
そ
の
一
方
で
妊
婦
期
か
ら

産
前
・
産
後
、
乳
児
期
と
い

っ
た
段
階
に
応
じ
た
子
育
て

に
関
す
る
情
報
提
供
の
必
要

性
は
認
識
。
妊
婦
期
か
ら
子

育
て
期
に
渡
る
総
合
支
援
を

目
的
と
し
た
「
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設

置
に
向
け
て
協
議
中
。
 

 

子
ど
も
食
堂
を
月
に
1

回
で
も
開
催
で
き
な
い

か
。
 

今
年
の
3
月

定
例
会
で
も

同
様
の
質
問
に
対
し
、
住
民

の
中
か
ら
発
意
さ
れ
た
も
の

は
行
政
と
し
て
支
援
を
検
討

す
る
と
回
答
。
 

　
質
問
の
意
図
は
「
子
ど
も

食
堂
を
例
に
子
ど
も
や
親
が

悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
身

近
な
場
所
が
必
要
」
と
拝
察
。
 

　
現
在
実
施
し
て
い
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
「
子
育

て
相
談
」
や
児
童
セ
ン
タ
ー

の
「
広
場
事
業
」
な
ど
が
そ

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
考

え
る
。
 

県
道
若
宮
江
南
線
、
新

宮
二
丁
目
交
差
点
と
伝

右
交
差
点
間
で
は
、
近
年
の

企
業
進
出
に
よ
り
交
通
量
が

増
大
。
 

　
特
に
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
量

が
多
く
、
時
間
帯
で
大
渋
滞

す
る
。
そ
の
道
路
を
地
元
の

高
齢
者
や
通
勤
の
自
転
車
等

が
横
断
し
て
い
る
が
、
極
め

て
危
険
。
信
号
機
と
横
断
歩

道
の
設
置
を
求
め
る
。
 

新
設
に
つ
い

て
は
、
設
置

場
所
、
設
置
条
件
等
を
含
め
、

現
状
を
確
認
し
た
う
え
で
江

南
警
察
署
に
相
談
し
た
い
。
 

 

こ
の
区
間
で
過
去
に
人

身
事
故
等
は
何
件
あ
っ

た
か
。
 

平
成
26
年
か

ら
30
年
ま
で

の
5
年
間
で
発
生
し
た
人
身

事
故
は
20
件
。
な
お
、
国
道

41
号
の
新
宮
二
丁
目
交
差
点

で
発
生
し
た
事
故
は
含
ん
で

い
な
い
。
 

 

何
か
良
い
対
処
は
な
い

か
。
 

当
該
区
間
の

車
両
に
つ
い

て
は
、
企
業
誘
致
、
国
道
41

号
の
6
車
線
化
に
よ
り
増
え

て
い
る
。
セ
ン
コ
ー
㈱
に
曲

が
る
角
は
交
差
点
改
良
を
実

施
す
る
の
で
、
ふ
く
ら
み
は

解
消
さ
れ
、
渋
滞
緩
和
に
つ

い
て
は
、
て
き
め
ん
に
現
れ

る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
多

少
の
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
る
。
 

問 

問 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

月1回、家庭児童相談員による相談会
を実施している北児童センター 

朝の混雑時には渋滞の隙間から横断
する歩行者や自転車がいることも 

児童相談窓口を身近なものに 
健康福祉部長 包括支援センターの設置を協議中 

信
号
機
と
横
断
歩
道
の
設
置
を
 

地
域
協
働
部
長 
現
状
を
確
認
し
江
南
警
察
署
に
相
談 

令和元年9月定例会 
一般質問（吉田議員） 

令和元年9月定例会 
一般質問（江幡議員） 
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当
該
町
道
に
係
る
24
年

度
以
降
の
主
要
町
道
の

舗
装
状
態
調
査
結
果
は
ど
の

よ
う
か
。
 

町
道
西
武
線

と
交
わ
る
豊

田
三
丁
目
交
差
点
付
近
か
ら

小
牧
市
三
ツ
渕
原
新
田
交
差

点
に
至
る
区
間
の
修
繕
が
必

要
と
さ
れ
た
。
 

 

従
前
よ
り
、
部
分
補
修

等
実
施
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
が
、
大
型
車
両
の
通

行
時
、
道
路
の
凹
凸
に
よ
り
、

騒
音
・
振
動
が
発
生
し
、
住

民
苦
情
が
あ
る
。
部
分
補
修

を
繰
り
返
す
よ
り
、
事
業
年

度
を
分
け
て
で
も
、
高
規
格

化
あ
る
い
は
全
面
補
修
す
べ

き
で
は
。
 

30
年
度
策
定

の
舗
装
修
繕

計
画
で
は
、
大
型
車
両
の
交

通
量
等
を
調
査
し
、
耐
久
性

の
あ
る
舗
装
を
検
討
。
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
た
め
国
の

交
付
金
等
を
含
め
計
画
し
て

い
る
が
、
昨
今
、
削
減
さ
れ

て
い
る
状
況
。
計
画
の
達
成

に
向
け
、
経
費
の
削
減
を
図

り
な
が
ら
町
単
独
費
で
の
施

工
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

本
町
の
住
宅
を
対
象
と

し
た
侵
入
盗
認
知
件
数

11
件
の
内
訳
は
。
 

留
守
宅
に
侵

入
す
る
空
き

巣
が
6
件
、
就
寝
時
に
侵
入

す
る
忍
込
み
が
5
件
、
昼
の

在
宅
時
に
侵
入
す
る
居
空
き

が
0
件
。
 

 

本
町
の
住
宅
を
対
象
と

し
た
犯
罪
率
が
県
内
平

均
値
を
上
回
っ
て
い
る
と
い

う
認
識
は
あ
っ
た
か
。
ま
た
、

職
員
間
の
情
報
共
有
は
。
 

認
識
は
あ
っ

た
。
情
報
共

有
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
「
あ

ん
し
ん
・
安
全
ね
っ
と
」
や

広
報
誌
に
よ
り
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
多
く
の

職
員
は
認
識
を
持
っ
て
い
る

と
思
う
。
 

問 

問 

問 問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

道路の損傷が激しく、時折、落雷のような
大きな走行音が。 
（豊田三丁目信号交差点 南側） 

昨
年
は
ワ
ー
ス
ト
１７
だ
が
 

地
域
協
働
部
長 

地
道
な
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い 

住
宅
対
象
の
侵
入
盗
犯
罪
率 

高規格化または全面補修を 
産業建設部長 耐久性のある舗装を検討 

町道豊三線（国道155号交差点以南） 

町
が
行
政
区
に
委
託
し

て
い
る
業
務
が
複
雑
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、
行

政
区
役
員
の
人
選
に
苦
慮
し

て
い
る
。
業
務
の
見
直
し
は

で
き
な
い
か
。
 こ

れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り

検
討
委
員
会
で
、
将
来
的
な

状
況
を
想
定
し
て
住
民
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
一
番
身
近

な
地
域
の
組
織
で
あ
る
行
政

区
が
継
続
で
き
、
区
長
に
過

度
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
制

度
を
検
討
し
て
い
く
。
 

 

幹
線
道
路
で
分
断
さ
れ

た
行
政
区
、
規
模
が
大

き
く
な
り
す
ぎ
た
行
政
区
等

の
境
界
を
見
直
す
考
え
は
な

い
か
。
 

国
道
41
号
が

貫
通
す
る
以

前
か
ら
行
政
区
の
つ
な
が
り

は
形
成
さ
れ
て
お
り
、
結
果

と
し
て
分
断
さ
れ
た
。
行
政

区
の
付
き
合
い
は
町
が
定
め

た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
地

域
の
運
営
で
不
都
合
が
あ
る

と
相
談
を
受
け
た
折
に
は
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
宅
地
開
発
に
よ
る
人

口
増
加
で
規
模
が
大
き
く
な

り
す
ぎ
た
場
合
も
、
相
談
が

あ
れ
ば
同
様
に
対
応
し
た
い
。
 

役
場
の
事
務
が
、
本
庁

舎
、
健
康
文
化
セ
ン
タ

ー
、
中
央
公
民
館
に
分
散
し

て
い
る
こ
と
で
、
町
民
に
迷

惑
を
か
け
て
い
な
い
か
。
 

事
務
申
請
さ
れ

る
方
の
移
動
を

極
力
省
け
る
よ
う
、
関
係
各

課
が
連
携
し
て
事
務
処
理
の

仕
組
み
を
整
え
対
応
し
て
い

る
。
 

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で

も
事
務
所
が
分
散
し
て
い
る

こ
と
で
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
こ
と
は
認
識
。
 

 

町
の
貯
金
で
あ
る
財
政

調
整
基
金
を
活
用
し
、

将
来
に
備
え
て
農
地
を
取
得

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

あ
く
ま
で
も
農

地
の
保
有
に
関

し
て
は
利
用
目
的
の
有
無
が

大
前
提
。
何
ら
か
の
将
来
構

想
に
基
づ
い
て
必
要
に
な
っ

た
と
き
、
そ
れ
か
ら
構
想
は

な
い
け
ど
、
そ
の
あ
た
り
に

可
能
性
が
あ
っ
て
、
土
地
所

有
者
が
処
分
を
考
え
た
と
き

に
は
何
ら
か
の
目
的
を
も
っ

て
購
入
し
て
い
く
こ
と
が
あ

り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
 

問 

問 

問 

問 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

現在の行政区（青腺は国道41号） 

将来の庁舎再編成に向けて 
農地の取得を 

行政区への委託業務見直しを 
地域協働部長 過度な負担がかからないよう検討 

将
来
に
備
え
農
地
の
確
保
を
 

総
務
部
長 
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
購
入 

令和元年9月定例会 
一般質問（岡議員） 

令和元年9月定例会 
一般質問（丹羽勉議員） 

飛島村の犯罪率は9.52と、他の市区町村との乖離があまりにも大きかったため、グラフ上は未記載とした 

大口町 本町は県内68市区町村中、ワースト17
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で名前を書くだけ 

議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

取材を終えて 
　物を大切にすることで生活に良い影響を与え、
人間関係まで良くなるといったこともあるよ
うです。物を大切にする心を分かってほしい
と話すおもちゃ病院おおぐちの皆さんから何
気ない日常の中で幸せに生きるためのヒント
をいただいたような気が致しました。 

（江口昌史） 

お礼のお手紙はうれしいですね 

私たちと一緒に活動しませんか 

♪　設立のきっかけと会員数は？ 
　町社会福祉協議会ボランティア養成講座の、
おもちゃ病院ドクター募集をきっかけに平成
19年4月に発足し、同協議会の支援のもと、
今年で11年目となります。現在メンバーは地
元企業のOBを中心に40代から70代の男女11
人で構成されています。 
 

 

♪　どんな活動内容ですか？ 
　工作が趣味で修理に興味がある人たちが集
まってドクターとなり、持ち込まれたおもち
ゃの修理をほとんど無料で行っています。ゲ
ーム機やブリキのおもちゃなど扱えないもの
もありますが、これまで1000件を超える依
頼がありました。毎月第2土曜日、午前10時
から正午まで健康文化センター2階のまかせ
て広場で活動しています。 

 

♪　ドクター募集中！ 
　現在、ドクターを募集しています。おもち
ゃの修理に興味のある人なら、地域、年齢、
性別問わず歓迎します。わたしたちと一緒に
子どもたちに笑顔を届けませんか。詳しくは
伊藤代表（携帯）080-5100-1564まで。 

平成30年度決算 

　設備改修・インフラ整備に17億円 

一般質問 「正規保育士確保に向けた優遇策を」 

「西小学校の建て替えは」 

 「電動アシスト自転車購入補助を」ほか 

～
～

9月14日　町民会館駐車場にて 
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議会だより 議会だより 子どもたちに物を 
大切にする心を 

～おもちゃ病院おおぐちのみなさん～ 

表紙の写真 
 

中止になった昨年の
分も、元気いっぱい
に踊り切りました。 

（やろ舞い大祭） 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 

11月29日（金） 提案説明 
12月 2日（月） 一般質問 
12月 3日（火） 一般質問 
12月 5日（木） 質疑 
12月 6日（金） 質疑・委員会付託 
12月10日（火） 総務建設常任委員会 
12月12日（木） 文教福祉常任委員会 
12月19日（木） 討論・採決 
※開始時刻は、いずれも午前9時30分から。 
※日程は、変更になる場合があります。 
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